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鍾
伯
敬
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳 

一
百
巻
一
百
回 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵 

 

請
求
記
号 

A
00-

6267 

  

一
帙
十
六
冊
。
第
一
冊
は
補
鈔
。
題
簽
「
水
滸
傳 

巻

首
」
。
縦
二
十
三
・
七
㎝×

横
十
三
・
九
㎝
。
「
水
滸
傳

序
」
六
葉
、
「
水
滸
人
品
評
」
五
葉
、
図
題
と
賛
三
十
七

葉
。 

 

第
二
冊
よ
り
刊
本
。
題
簽
「
水
滸
傳 

幾
」
。
縦
二
十

三
・
七
㎝×

横
十
三
・
九
㎝
。 

第
二
冊
第
一
葉
よ
り
正
文
第
一
巻
。
巻
首
題
「
鍾
伯
敬

先
生
批
評
水
滸
傳
巻
之
幾
／
竟
陵
鍾 

惺
伯
敬
父
批
評
」
。

巻
四
は
「
鍾
伯
敬
批
評
忠
義
水
滸
傳
巻
四
」
。
巻
七
〜
十

九
、
二
十
三
、
二
十
五
〜
三
十
四
、
四
十
、
四
十
二
〜
五

十
、
五
十
六
〜
六
十
六
、
七
十
一
〜
七
十
八
、
八
十
二
、

九
十
五
、
九
十
九
、
一
百
は
「
鍾
伯
敬
先
生
批
評
忠
義
水

滸
傳
巻
之
幾
」
。
さ
ら
に
、
巻
二
〜
十
三
、
十
七
〜
二
十

四
、
三
十
五
〜
四
十
二
、
五
十
一
〜
五
十
五
、
六
十
九
、

七
十
、
七
十
三
、
七
十
四
、
七
十
六
〜
八
十
一
、
八
十
三

〜
九
十
八
は
「
竟
陵
鍾
惺
伯
敬
父
批
評
」
を
欠
く
。 

四
周
単
辺
、
縦
二
十
㎝×

横
十
二
・
二
㎝
。
無
界
。
毎

半
葉
十
二
行
、
行
二
十
六
字
、
眉
批
行
三
字
。
版
心
白

口
。
単
黒
魚
尾
と
単
白
魚
尾
が
混
在
。
魚
尾
下
題
「
巻
之

幾
」
。
上
辺
に
「
批
評
水
滸
傳
」
、
下
方
に
葉
数
。 

 

神
山
閏
次
氏
（
１
８
７
０
年―

１
９
４
３
年
）
旧
蔵
。

帙
に
収
め
た
う
え
、
さ
ら
に
木
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

木
函
は
そ
の
表
に
「
水
滸
傳
」
、
内
に
「
醉
竹
軒
珍
蔵 

竹
隱
題
函
（
花
押
）
」
の
墨
書
が
あ
る
。
帙
の
内
側
に

「
寄
贈
」
印
が
あ
り
、
「
昭
和
拾
年
貮
月
貮
日
／
神
山
閏

次
氏
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
冊
の
第

一
葉
に
「
東
京
帝
國
大
學
圖
書
印
」
、
「
山
閏
／
之
印
」
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
神
山
氏
自
身
が
「
大
正
十
四
年
二
部
出

現
一
部
ハ
某
氏
ヲ
經
テ
今
京
都
帝
國
大
學
ニ
在
リ
一
部
ハ

茅
屋
ニ
藏
ス
」
（
神
山
閏
次
「
水
滸
傳
諸
本
」
）
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
神
山
氏
の
蔵
に
帰
し
た
の
は
１
９
２
５

年
（
大
正
十
四
年
）
な
い
し
そ
の
直
後
で
あ
る
こ
と
が
知

れ
る
。 

 

本
書
は
水
滸
伝
諸
版
本
形
式
の
な
か
で
も
比
較
的
古
い

種
類
で
あ
る
百
巻
百
回
本
に
属
す
る
。
そ
の
テ
キ
ス
ト

は
、
容
與
堂
本
（
容
與
堂
刻
本
と
そ
の
後
印
・
後
修
本
、
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お
よ
び
容
與
堂
刻
本
を
覆
刻
し
た
本
と
そ
の
後
印
・
後
修

本
の
総
称
）
に
書
き
換
え
、
刪
節
を
施
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
第
二
十
回
末
が
容
與
堂
本
に
比

べ
約
五
十
字
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
部
分
的
に
は
比
較
的

大
き
な
差
異
も
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
見
れ
ば
書
き
換

え
、
刪
節
の
程
度
は
大
き
く
な
い
。
現
存
す
る
容
與
堂
本

の
な
か
で
本
書
に
も
っ
と
も
テ
キ
ス
ト
が
近
い
の
は
、
現

在
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
本
は
容
與

堂
刻
本
の
覆
刻
本
の
後
修
本
で
あ
る
。 

本
書
に
附
さ
れ
た
批
評
も
、
容
與
堂
本
に
附
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
李
卓
吾
評
を
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

書
き
換
え
、
刪
節
の
程
度
は
本
文
に
比
べ
る
と
や
や
大
き

い
。
李
卓
吾
の
名
お
よ
び
李
卓
吾
を
連
想
さ
せ
る
呼
称
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
特

徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
本
書
中
に
刊
行
時

期
を
示
唆
す
る
記
載
は
な
い
が
、
批
評
に
お
い
て
李
卓
吾

の
名
を
避
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
天
啓
五
年
（
１

６
２
５
年
）
の
李
卓
吾
著
作
に
対
す
る
禁
書
命
令
を
受
け

た
処
置
だ
と
見
な
し
、
本
書
は
同
年
か
ら
明
朝
の
滅
亡
し

た
崇
禎
末
年
（
１
６
４
４
年
）
の
間
の
刊
行
で
あ
ろ
う
と

見
る
説
（
斎
藤
護
一
「
百
回
水
滸
傳
考
」
な
ど
）
が
あ

る
。
さ
ら
に
こ
の
説
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、
序
文
に

満
洲
族
を
敵
視
す
る
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
清
代
の
刊
行

で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
指
摘
（
白
木
直
也
「
江
戸
期
佚

名
氏
水
滸
刊
本
品
類
隨
見
抄
之
の
研
究 

水
滸
傳
諸
本
の

研
究 

そ
の
五
」
な
ど
）
も
あ
る
。 

 

本
書
と
同
じ
巻
首
題
を
有
す
る
本
と
し
て
は
、
ほ
か
に

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
『
鍾
伯
敬
先
生
批
評
忠
義
水
滸

伝
』
（
以
下
、
パ
リ
蔵
本
と
呼
称
）
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵

『
鍾
伯
敬
先
生
批
評
忠
義
水
滸
伝
』
（
以
下
、
京
大
蔵

本
）
の
二
点
が
知
ら
れ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
す
で
に
、

三
本
は
同
版
本
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
本

は
と
も
に
所
蔵
機
関
か
らIIIF

対
応
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が

公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
容
易

に
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
対
照
し
て
み
る

と
、
版
木
の
割
れ
方
の
一
致
な
ど
、
同
版
と
見
な
せ
る
諸

要
素
が
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。
本
書
お
よ
び
京
大
蔵
本
は

封
面
を
有
し
な
い
が
、
パ
リ
蔵
本
は
「
鍾
伯
敬
先
生
批
／

評
水
滸
忠
義
傳
／
四
知
館
梓
行
」
の
封
面
を
も
つ
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
四
知
館
の
名
が
現
れ
な
い
本
書
、
京
大
蔵
本



「水滸伝コレクション」『鍾伯敬先生批評忠義水滸傳』解題（荒木） 
 
 

31 
 

も
あ
わ
せ
て
三
本
と
も
に
「
四
知
館
本
」
な
い
し
「
四
知

館
刊
本
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。
小
松
謙
「
『
水
滸

傳
』
諸
本
考
」
に
よ
れ
ば
、
四
知
館
は
福
建
建
陽
の
楊
氏

の
書
肆
で
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
三
本
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
巻
二
十
二

第
三
葉
版
心
下
端
の
「
積
慶
堂
藏
板
」
の
刻
字
が
あ
げ
ら

れ
る
。
「
積
慶
堂
藏
板
」
の
版
心
標
記
は
『
鍾
伯
敬
先
生

批
評
三
国
志
』
の
な
か
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
が
す
で
に

中
川
諭
な
ど
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
「
鍾
伯
敬
批

評
」
を
名
乗
る
書
物
と
積
慶
堂
と
の
関
連
が
想
像
さ
れ

る
。
四
知
館
と
積
慶
堂
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
積
慶
堂

が
起
こ
し
た
版
木
を
の
ち
に
四
知
館
が
入
手
し
重
刊
し
た

と
す
る
説
（
大
内
田
三
郎
「
『
水
滸
傳
』
版
本
考―

『
鍾

伯
敬
先
生
批
評
水
滸
傳
』
に
つ
い
て―

」
な
ど
）
や
、
四

知
館
積
慶
堂
な
る
ひ
と
つ
の
書
肆
で
あ
る
と
い
う
説
（
白

木
直
也
「
江
戸
期
佚
名
氏
水
滸
刊
本
品
類
隨
見
抄
之
の
研

究 

水
滸
傳
諸
本
の
研
究 

そ
の
五
」
）
な
ど
が
あ
り
、

定
説
を
得
て
い
な
い
。 

さ
ら
に
、
三
本
と
も
巻
十
八
第
一
葉
、
巻
二
十
一
第
十

三
葉
、
巻
八
十
一
第
三
葉
が
、
前
後
の
葉
と
異
な
る
版
式

を
有
す
。
こ
の
三
箇
所
は
す
べ
て
、
本
来
二
葉
あ
る
べ
き

部
分
に
一
葉
し
か
な
い
。 

巻
十
八
第
一
葉
は
、
巻
首
は
「
巻
之
十
八
」
と
し
な
が

ら
第
二
行
で
は
「
第
十
七
回
」
と
誤
っ
て
い
る
。
表
面
は

十
四
行
、
行
三
十
二
字
。
裏
面
は
十
二
行
、
行
二
十
五
字

で
あ
る
が
、
第
九
行
は
二
十
二
字
、
第
十
、
十
一
行
は
二

十
三
字
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
第
三
葉
と
の
つ
な
が
り
は

や
や
不
自
然
。
版
心
下
部
の
葉
数
表
記
は
「
一
至
二
」
と

な
っ
て
い
る
。 

巻
二
十
一
第
十
三
葉
は
半
葉
十
行
、
行
十
九
字
で
、
裏

面
の
最
終
行
の
み
二
十
七
字
。
版
心
の
葉
数
表
記
は
「
十

三
至
十
四
」
。
第
十
二
葉
裏
面
最
終
行
と
は
、
文
脈
は
つ

な
が
る
が
、
単
語
が
重
複
し
て
お
り
、
や
や
不
自
然
。
第

十
三
葉
最
終
行
は
文
字
数
が
多
く
、
下
に
行
く
に
つ
れ
て

文
字
が
小
さ
く
な
る
が
、
次
葉
と
の
つ
な
が
り
も
含
め
、

わ
か
り
に
く
い
不
自
然
な
文
に
な
っ
て
い
る
。 

巻
八
十
一
第
三
葉
も
、
版
心
の
葉
数
表
記
は
「
三
至

四
」
。
表
面
は
十
二
行
、
行
三
十
二
字
。
裏
面
は
十
二

行
、
行
二
十
三
字
だ
が
、
第
十
行
以
降
の
各
行
文
字
数
は

二
十
、
二
十
、
十
九
と
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
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葉
末
尾
は
セ
リ
フ
の
途
中
で
あ
る
が
、
第
三
葉
は
セ
リ
フ

の
あ
と
の
動
作
で
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
つ
な
が
り
が
よ
く

な
い
。
次
の
第
五
葉
と
は
一
応
接
続
し
て
い
る
。 

以
上
三
葉
の
文
章
を
、
「
水
滸
伝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に

て
画
像
を
公
開
中
な
い
し
公
開
予
定
の
諸
本
と
対
照
す
る

と
、
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
『
新
刻
全
像
水
滸
傳
』
（
双
紅

堂:

小
説:122;

い
わ
ゆ
る
「
劉
興
我
本
」
）
、
総
合
図
書
館
蔵

『
新
刻
全
像
忠
義
水
滸
誌
傳
』
（A

00-
6371;

い
わ
ゆ
る

「
藜
光
堂
本
」
）
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
両
者
は
と
も

に
、
文
章
が
簡
略
化
さ
れ
た
版
本
、
い
わ
ゆ
る
「
文
簡

本
」
で
あ
り
、
ま
た
、
両
者
と
も
に
葉
の
上
方
に
、
左
右

と
下
の
三
方
を
本
文
に
囲
ま
れ
る
形
で
図
が
挿
入
さ
れ
た

「
嵌
図
本
」
と
い
う
形
式
の
版
本
で
あ
る
。
両
者
と
本
書

の
上
記
三
葉
の
文
章
と
の
間
に
は
異
な
る
用
語
や
文
言
の

出
入
り
も
い
く
ら
か
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
両
者
が
こ
の

三
葉
の
底
本
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
同
系

統
の
、
関
係
の
近
い
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ

い
。
本
書
巻
十
八
第
一
葉
に
「
鍾
伯
敬
先
生
批
評
水
滸
傳

巻
之
十
八
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
般
に
文
簡
本
に

頻
出
す
る
俗
字
・
略
字
が
少
な
く
、
本
書
固
有
の
葉
に
見

え
る
正
字
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の

三
葉
は
既
存
の
版
木
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
書
の
た

め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
本
来

の
二
葉
分
に
一
葉
を
あ
て
て
い
る
の
も
、
二
葉
分
の
版
木

を
失
っ
た
の
ち
、
版
木
と
紙
を
節
約
す
る
べ
く
同
じ
内
容

の
文
章
を
一
葉
に
ま
と
め
て
済
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
と
理
解
で
き
る
。
三
葉
と
も
、
表
面
は
行
ご
と
の
字
数

が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
対
し
裏
面
後
半
に
近
づ
く
に
つ
れ

字
数
が
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
る
の
は
、
失
わ
れ
た
二
葉
分
の
内

容
を
過
不
足
な
く
補
お
う
と
調
整
を
試
み
た
ゆ
え
と
思
わ

れ
る
。 

一
般
に
、
同
版
本
で
あ
っ
て
も
補
修
や
補
刻
な
ど
の
有

無
に
よ
り
印
刷
段
階
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
も
あ

る
が
、
本
書
、
京
大
蔵
本
、
パ
リ
蔵
本
の
三
本
は
、
前
述

の
通
り
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
共
通
し
て
有
す
る
た
め
、
補

刻
部
分
ま
で
含
め
て
同
じ
版
木
の
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
刷
ら

れ
た
、
同
じ
段
階
の
印
本
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
補
刻
葉

の
底
本
に
つ
い
て
は
精
査
を
要
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
文

簡
本
系
統
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
明
清
時
期
、
福
建

建
陽
で
盛
ん
に
通
俗
小
説
の
文
簡
本
の
編
集
・
刊
刻
が
行
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わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
三
本
と
も
に
建

陽
の
四
知
館
に
よ
る
重
印
で
は
な
い
か
と
の
説
と
平
仄
は

合
う
。 

 

本
書
は
印
刷
状
態
、
保
存
状
態
が
比
較
的
良
好
で
、
京

大
蔵
本
お
よ
び
パ
リ
蔵
本
で
は
版
木
が
摩
耗
、
破
損
し
て

判
読
が
困
難
あ
る
い
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
文
字
が
、

本
書
で
は
判
読
で
き
る
と
い
う
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
パ

リ
蔵
本
は
特
に
眉
批
の
摩
耗
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対

し
本
書
は
、
字
形
は
鮮
明
で
あ
る
一
方
、
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
墨
が
薄
く
文
字
が
見
え
に
く
い
葉
が
散
見
さ
れ
、

版
木
に
墨
が
な
じ
ん
で
い
な
い
状
態
で
刷
ら
れ
た
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
た
め
印
刷
時
期
は
本
書→
京
大
蔵
本→

パ

リ
蔵
本
の
順
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
パ
リ
蔵
本
は
紙
の

破
損
に
よ
り
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な

く
、
三
本
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
印
刷
時
点
の
姿
に
よ
り
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

本
書
第
一
冊
の
補
鈔
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
同
じ
く
帙

に
昭
和
十
年
二
月
二
日
神
山
閏
次
氏
寄
贈
の
印
が
あ
る
東

京
大
学
文
学
部
蔵
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
貼
付
さ
れ
た
筆

記
か
ら
そ
の
経
緯
が
わ
か
る
。
同
書
第
二
帙
に
貼
り
つ
け

ら
れ
て
い
る
筆
記
は
、
神
山
氏
の
知
る
水
滸
伝
諸
版
本
の

名
称
を
列
記
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
諸
情
報
を
附
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
鍾
本
」
に
つ
い
て
は
「
収
蔵

ノ
書
ハ
珍
重
保
存
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ラ
シ
キ
モ
整
帙
当
時

既
ニ
首
巻
ヲ
逸
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
「
収
蔵
ノ

書
」
が
即
ち
本
書
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
現
存
す
る
帙

は
、
神
山
氏
が
本
書
を
入
手
す
る
以
前
に
、
第
一
冊
を
失

っ
た
状
態
の
十
五
冊
を
収
め
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
つ
づ
け
て
「
此
書

収
蔵
ト
前
後
シ
テ
菊
地
長
四
郎
氏
ノ
有
ニ
帰
セ
ル
別
本
ア

リ
借
テ
鈴
木
子
順
老
師
ヲ
煩
シ
首
巻
ヲ
写
ス
其
書
細
讀
ノ

痕
跡
ヲ
存
ス
其
何
人
ナ
ル
カ
ヲ
知
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
遺
憾
ト

ス
此
書
ニ
比
ス
レ
ハ
後
印
本
文
落
丁
ア
リ
後
菊
地
氏
京
都

大
學
ノ
懇
請
ヲ
容
レ
之
ヲ
寄
附
セ
リ
ト
云
フ
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
第
一
冊
は
、
神
山
氏
の
手
元
に
本
書
が
あ
る
期

間
、
す
な
わ
ち
１
９
２
５
年
（
大
正
十
四
年
）
ご
ろ
か
ら

１
９
３
５
年
（
昭
和
十
年
）
の
間
に
、
当
時
菊
地
長
四
郎

氏
（
１
８
５
３―

１
９
２
０
）
が
所
有
し
て
い
た
現
京
大

蔵
本
を
鈴
木
子
順
氏
が
臨
写
し
て
作
成
し
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
最
終
葉
表
に
は
「
紫
野
竹
隱
居
主
臨
書
」
の
署
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名
と
花
押
が
あ
り
、
そ
の
位
置
か
ら
、
臨
写
者
の
も
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
署
名
は
木
函
の
「
水
滸

傳
」
、
「
醉
竹
軒
珍
蔵 

竹
隱
題
函
」
と
同
じ
手
跡
の
よ
う

で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
花
押
も
第
一
冊
の
も
の
と
よ

く
似
て
い
る
。 

鈴
木
子
順
氏
に
は
『
竹
隱
閑
話
』
と
い
う
文
集
が
あ

り
、
そ
の
中
に
「
竹
隱
は
我
居
の
名
な
り
」
、
「
竹
隱
曰

く
」
、
「
竹
隱
竊
に
祖
傳
を
案
ず
る
に
」
等
の
文
言
が
見
ら

れ
る
。
奥
付
に
は
刊
行
年
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
編

纂
者
・
今
井
大
順
氏
に
よ
る
昭
和
庚
辰
（
昭
和
十
五
年
）

七
月
付
の
序
に
、
「
先
師
十
三
回
忌
法
供
養
」
と
あ
り
、

鈴
木
子
順
氏
は
昭
和
三
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
姓
名
や
号
の
一
致
、
時
期
の
符
合
か
ら
、
『
竹
隱
閑

話
』
の
著
者
で
あ
る
鈴
木
子
順
氏
が
、
１
９
２
５
年
（
大

正
十
四
年
）
か
ら
１
９
２
８
年
（
昭
和
三
年
）
の
間
に
神

山
氏
の
依
頼
を
受
け
て
本
書
の
第
一
冊
を
筆
写
し
、
第
一

冊
末
葉
と
木
函
に
そ
の
号
「
竹
隱
」
の
署
名
と
花
押
を
記

し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

京
大
蔵
本
の
第
一
冊
は
、
封
面
は
な
く
、
「
水
滸
傳

序
」
六
葉
、
「
水
滸
傳
人
品
評
」
五
葉
、
「
鍾
伯
敬
先
生
批

評
水
滸
伝
巻
之
一
目
録
」
八
葉
、
図
と
賛
三
十
八
葉
と
並

ん
で
い
る
。
本
書
の
第
一
冊
は
前
述
の
通
り
、
「
水
滸
傳

序
」
六
葉
、
「
水
滸
傳
人
品
評
」
五
葉
、
図
題
と
賛
三
十

七
葉
と
並
ぶ
。
両
者
の
「
水
滸
傳
序
」
、
「
水
滸
傳
人
品

評
」
を
見
比
べ
る
と
、
字
体
、
字
形
、
筆
の
運
び
は
も
と

よ
り
、
圏
点
、
印
章
に
至
る
ま
で
丁
寧
に
模
写
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
と
賛
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
京
大

蔵
本
で
は
三
十
八
葉
の
な
か
に
半
葉
全
面
を
用
い
た
図
三

十
九
枚
が
収
め
ら
れ
、
第
一
図
と
第
三
十
九
図
以
外
は
、

各
図
に
隣
接
す
る
半
葉
に
賛
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
方
本

書
で
は
、
賛
は
模
写
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
図
が
あ
る
べ

き
箇
所
に
は
そ
の
図
題
が
記
さ
れ
る
の
み
で
図
は
模
写
さ

れ
て
い
な
い
。
文
字
だ
け
書
き
写
し
て
本
の
内
容
を
完
全

に
読
め
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
れ
ば
、
図
の
あ

る
半
葉
を
す
っ
か
り
飛
ば
し
て
ペ
ー
ジ
を
順
に
詰
め
る
こ

と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
第
一
図

と
第
二
図
の
図
題
を
同
じ
半
葉
に
ま
と
め
て
い
る
以
外

は
、
わ
ざ
わ
ざ
図
の
あ
る
べ
き
箇
所
に
図
題
の
み
を
記
し

た
半
葉
を
設
け
て
あ
る
。
神
山
氏
は
内
容
の
み
な
ら
ず
葉

数
な
ど
外
見
上
の
形
態
ま
で
含
め
て
復
元
し
よ
う
と
し
た
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の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
れ
で
は
目
録
を
書
き
写
さ
な
か

っ
た
の
が
不
審
で
あ
る
。
本
書
第
二
冊
の
第
一
葉
は
第
一

巻
の
第
一
葉
で
あ
り
、
目
録
は
存
在
し
な
い
。
あ
る
い
は

鈴
木
子
順
氏
に
は
文
字
の
み
の
臨
写
を
依
頼
し
、
あ
ら
た

め
て
別
の
絵
の
巧
み
な
者
に
図
の
模
写
を
依
頼
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

本
書
は
こ
れ
ま
で
も
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
来
館
し

て
の
閲
覧
は
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、
全
面
的
に
影
印
が

公
開
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
上
海
古
籍
出
版
社
の
「
古
本

小
説
集
成
」
シ
リ
ー
ズ
に
『
鍾
伯
敬
批
評
忠
義
水
滸
伝
』

が
収
め
ら
れ
、
「
據
日
本
神
山
潤マ

マ

次
氏
藏
本
影
印
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
神
山
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
時
点
で
す
で

に
な
か
っ
た
は
ず
の
図
が
全
三
十
九
枚
収
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
む
し
ろ
パ
リ
蔵
本
が
主
要
な
底
本
で
あ
る
と

思
わ
せ
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
中
華
書
局
の
「
古
本
小
説

叢
刊
」
シ
リ
ー
ズ
に
収
め
る
『
鍾
批
水
滸
伝
』
は
パ
リ
蔵

本
と
京
大
蔵
本
の
画
像
の
と
り
あ
わ
せ
で
あ
り
、
二
〇
一

九
年
に
刊
行
さ
れ
た
劉
世
德
・
程
魯
潔
編
『
水
滸
傳
稀
見

版
本
彙
編
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社
）
の
第
八
冊
か
ら
第

十
二
冊
に
収
め
る
『
鍾
伯
敬
先
生
批
評
水
滸
傳
』
も
同
様

で
あ
る
。
本
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
本
書
の
版
面

画
像
が
全
面
的
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
同
版
の

二
書
お
よ
び
そ
の
他
の
水
滸
伝
諸
本
と
の
対
照
研
究
が
よ

り
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

（
荒
木
達
雄
） 

 

〔
参
考
文
献
〕 

幸
田
露
伴
「
水
滸
傳
の
異
本 

最
近
新
發
見
の
珍
本
」

（
神
山
閏
次
旧
蔵
・
東
京
大
学
文
学
部
蔵
『
忠
義
水
滸

全
傳
』
第
四
帙
に
貼
付
。
原
掲
載
誌
不
明
） 

神
山
閏
次
「
水
滸
傳
諸
本
」
『
斯
文
』
第
十
二
篇
第
三

號
、
１
９
３
０
年 

齋
藤
護
一
「
百
囘
水
滸
傳
考
」
『
漢
學
會
雜
誌
』
第
六
巻

第
一
號
、
１
９
３
８
年 

白
木
直
也
「
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
刊
本
研
究
序
説―

―

水

滸
傳
諸
本
の
研
究
」
『
東
方
學
』
第
四
十
二
輯
、
１
９

７
１
年 

白
木
直
也
「
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
刊
本
の
研
究―

李
卓
吾

批
評
容
与
堂
本
と
の
関
係―

」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
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要 

日
本
・
東
洋
』
第
三
十
一
巻
一
号
、
１
９
７
２
年 

白
木
直
也
「
江
戸
期
佚
名
氏
水
滸
刊
本
品
類
隨
見
抄
之
の

研
究 

水
滸
傳
諸
本
の
研
究 

そ
の
五
」
著
者
自
印
、

１
９
７
２
年 

白
木
直
也
「
顧
氏
沈
氏
共
著
『
關
于
新
發
現
的
〝
京
本
忠

義
傳
〟
殘
頁
』
批
判
」
『
東
方
學
』
第
六
十
六
輯
、
１

９
８
３
年 

大
内
田
三
郎
「
『
水
滸
傳
』
版
本
考―

『
鍾
伯
敬
先
生
批

評
水
滸
傳
』
に
つ
い
て―
」
『
大
阪
市
立
大
学
文
学
部

紀
要 

人
文
研
究
』
第
四
十
六
巻
第
九
分
冊
、
１
９
９

４
年 

中
川
諭
「
『
鍾
伯
敬
先
生
批
評
三
国
志
』
に
つ
い
て
」
『
東

北
大
学
中
国
文
学
論
集
』
第
二
号
、
１
９
９
７
年 

小
松
謙
「
『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報

告 

人
文
』
第 

六
十
八
號
、
２
０
１
６
年 

 

〔
図
像
資
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京
都
大
学
蔵
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u.ac.jp/item
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京
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貴
重
資
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デ
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タ
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） 

パ
リ
蔵
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序
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第
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十
八
回
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第
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九
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六
十
四
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第
六
十
五
回
～
一
百
回

https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k9611533z 
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） 


